
洋上風力発電の推進と理解促進について

2025.1.23 松前町脱炭素推進課

１ 松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

3 松前沖洋上風力の将来に向けた期待
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1松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

◎松前町 人口 ５，８１８人 (2024.12月末)

最北の城下町 北海道唯一の天守 松前城

日本さくら名所１００選 さくらの里 松前公園

松前漬 名前の由来 松前から北前船で運ばれたスルメやコンブが原料

高齢化率
５０％超
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1松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

◎松前町の再生可能エネルギー及び脱炭素に資する構想等

2020.11策定 2023.3策定

2023.3策定 2023.3策定

脱炭素の道筋が見えてきたところで、
2023.3 松前町議会第１回定例会におい
てゼロカーボンシティ表明を行った。
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1松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

◎松前町内の再エネ発電設備

太陽光発電（オフサイト） １４カ所 約６，１０８kW

仮設備利用率12.55% 年間発電量 ６，７１５ＭＷｈ

風力発電（大型）１２基（3,400kW /基） ４０，８００ kW

（小型）１５０基以上 約３，０００ kW

計 約４３，８００ kW 

仮設備利用率35.61% 年間発電量 １３６，６３１ＭＷｈ

松前町内消費電力量（2022） ２７，６９９MWh

松前町内発電量見込 １４３，３４６MWh
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1松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

◎松前町のガイドライン

・太陽光発電ガイドライン

対象出力：10kW以上

・小型風力発電ガイドライン

対象出力：50kW未満

既設設備ほぼ20kW未満

★課題 ガイドラインを遵守しない事業者が数件

・設置前に近隣住民へ十分な説明をしていない。（理解を得られていない）

・遵守離隔距離が守られていない など。

当町では、住民理解を得て建設することを指導しており、ガイドラインを熟知していな

い事業者、施工を業者に任せっぱなしでの、住民理解をないがしろにするケースがでて

きており、相互の誠意（妥協点）が見いだせない状況をつくっている。

松前町としては、事業者が遵守事項を守れないのであれば、条例化による規制

も止む無しとの思いで、現在検討に入っている。
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【法定協議会】

◎R5.11.13 第１回開催（道内初開催）
・法定協議会の位置づけ、運営について協議
・懸案、要望等について意見交換

◎R6.3.26 第２回開催
・漁業影響、環境影響について専門家から情報提供
・質疑、意見交換

◎R6.7.31 第３回開催
・漁業影響調査等について専門家から情報提供
・地域の検討状況、区域の拡大の報告
・「協議会意見とりまとめ（案）」、「漁業影響調
査の考え方（案）」の協議

【松前町脱炭素再生可能エネルギー
推進協議会】

松前沖洋上風力発電に係る

・松前沖の将来像の地域振興策

・漁業振興策について協議

振興策案
を協議

ここまで終了

1松前町の現状と進捗(脱炭素・再エネ)

？

◎洋上風力の動き



全国の洋上風力ポテンシャル

資料： 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 「Neo Wins」を基に一部加筆

松前町

長崎県五島市

秋田県能代市

秋田県由利本荘市

千葉県 銚子市

松前町
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

2021.9.13

再エネ海域利用法に基づく
促進区域の指定に係る準備
区域に整理

この時点の準備区域(道内)

・松前沖 ・檜山沖

・岩宇、南後志地区沖

・島牧沖 ・石狩市沖

準備区域の整理を受けて、松前町の脱炭素(再エネ)施策を本格化（2022年度）

ＲＥ１００まつまえ構想実現 松前沖洋上風力促進区域指定

9

資料：2023年6月16日 第23回交通政策審議会港湾分科会環境部会洋上風力促進小委員会 配布資料



２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

これらを機会として、住民説明会と事業者等と一緒に脱炭素事

業を進めるための協議会の設立並びに脱炭素再エネ啓発を実施

2023.5.12 松前沖外が促進区域の指定に係る有望な区域に整理

再エネ電気の地産地消

再エネ電気を町内100%利用

再エネ電気を町内に廉価で売電

ＲＥ１００
まつまえ

2023.9 環境省 脱炭素先行地域への応募・・・・・・不採択
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

◎住民説明会

2023.6～7 ４地区 ５回 延べ４０名

洋上風力アンケート１３０名(webアンケート含む)

420/780問 53.8% 231/650問 35.5%

◎北海道主催住民説明会

2021～2023 3回 延べ１５０名

◎産業団体説明会

2023～2023 2回 延べ５０名

◎町内会長説明会

2023～2024 2回 延べ４６名

◎町議会議員説明会

2022～2024 3回 延べ３０名

2023.5～ほぼ毎月脱炭素再エネ啓発広報掲載
11



住民からのクレームは、
潜在的にあると考える。

風車が建った時に不満
が湧き出る可能性有り。

建設前からイメージし
てもらう必要がある。

２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

これまでの説明会等を通じての意見等

〇洋上風力に反対する意見・・・・・・・・

〇洋上風力に対するクレームの電話・・・・

主な意見や質問

・いつからやるのか ・産業の活性化は

・どこに、何本建つのか ・人口減少の対策となるか

・魚がとれなくならないか ・雇用は増えるか

・電気が安くなるのか ・地元のメリットは

・工事による騒音は ・30年後はどうなる

・是非やるべきだ ・本当にできるのか 等

０件

０件

人口減少からくる漠然
とした不安は皆共通

洋上風力はまだ結果が
見えていないために良
し悪しの判断材料が乏
しく、方法論や期待値
への質問が多かった。
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

住民にもっと洋上風力の理解を深めてもらうために、ありのままをリアルに感じてもらお
うと「洋上風力発電景観イメージコンテンツ」を制作しました。１２月末完成

洋上風力発電イメージコンテンツ

・松前沖洋上風力発電設置後の様子を高度なデ
ジタル技術を用いて制作

・パソコンやスマホから、誰でも簡単に利用が
可能で、「風車有無」、「３つの高度」、
「朝昼夕」という シチュエーションで、仮
想風車設置後の様子を閲覧でき、日の出から
日没までの日影シミュレーションも再現しま
した。

このコンテンツを用いて各町内会での説明会
を開催予定

このようなコンテンツは全国初？かも

洋上風力発電景観イメージコンテンツ

松前町ホームページから閲覧可能で、スマホ等の場合は右記
ＱＲコードを読み取り、コンテンツへ進むことができます。
ＵＲＬ https://virtual-matsumaetown.r-booth.jp/
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

松前町脱炭素再生可能エネルギー推進協議会(2023.8.23設立)

・松前町 ・松前建設協会 ※行政、漁協、住民代表、事業者
・松前町教育委員会 ・松前町建築業協会 団体、産業団体、金融機関、一
・松前さくら漁業協同組合 ・松前管工事業協会 般送配電事業者 等で構成し、
・松前町町内会連合会 ・松前に支店を置く 全方位から意見、助言、情報を
・松前商工会 金融機関×２ 共有し、町内一丸となって脱炭
・まつまえ観光物産協会 ・最寄り一般送配電事業者 素・再エネ事業を推進する。

・ＲＥ１００まつまえ構想の協議、協力
・松前沖洋上風力の促進区域の指定に係る法定協議会への地域振興策等の協議

などを実施し、脱炭素を進める上で重要な機関としての役割を果たしている。

本年度は既に４回開催しているが出席率も高く、会員の皆様には積極的なご協力をいただいている
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２ 洋上風力の進行経過と理解促進等

◎住民等の理解を拡げるために

・協議(相談)する順番は間違えないこと。
・利害関係者、準利害関係者、住民
・利害関係者の担当課との密な連絡体制
・協議体を組織する。
・情報は新鮮なうちに共有
・常に関連する情報の発信(広報等)
・首長との情報共有のタイミングを外さない。
・議員との情報共有も同様
・身近な人から正しい情報を伝えてもらう。
・自治体が最後までリーダーシップを発揮する。
・利害関係者又は住民に選択を押し付けない。
・住民へ直接的恩恵を考え追求する。

再エネ電源の切札 洋上風力
15



３ 松前沖洋上風力の将来に向けた期待

◎松前の将来像

漁業振興策
①持続可能な漁業の実現に資する取組
②漁業所得の向上と安定化に繋がる取組
③漁業の効率化と経営の安定化の取組
④水産資源の維持・保全、創造に向けた取組
⑤密漁対策への取組支援
⑥海洋環境モニタリング等の海況情報のデータ活用
⑦風車施設への損害賠償の軽減対策

地域振興策
①地域交通の充実
②地元経済の活性化(人材・資源活用)
③観光資源の活性化、風車との連携、活用
④ＲＥ１００まつまえ構想との連携
⑤再エネ教育等による環境との共生、人材の育成
⑥地元港湾の積極活用と地域経済の活性化
⑦適切な情報周知と住民ＤＸの推進
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３ 松前沖洋上風力の将来に向けた期待

参考 選定事業者の出捐金の算定基礎

最大出力(kW)×２５０円×占用年数３０年

松前沖を仮に315MWとした場合
315,000kW×250円×30年＝23億6,250万円が基本 ※基金に積立

参考 固定資産税と普通交付税の関係

固定資産税を仮に15億円増加するとした場合

普通交付税 基準財政需要額40億円 － 基準財政収入額5億円＝35億円が

増加分の算定対象額 15億円×75%＝11.25億円が基準財政収入額に算定され、

普通交付税 基準財政需要額40億円 － 基準財政収入額16.25億円＝23.75億円
▲11.25億円

固定資産税増加分15億円 普通交付税減額分11.25億円 実増加分3.75億円
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地域エネルギー会社

再エネ由来の

値段が安定して安い電気
最先端で

人が集まる拠点

電気を売る会社

家庭・企業

再エネ設備を
メンテナンスする人

・松前での暮らしに役立つ発電事業に
なる仕組み
・建てていい場所、建てられると困る
場所を松前町が先に決めてある

・松前の人も事業に参加できる
仕組み

暮らしに役立つ

再エネ事業

・松前の再エネ電気を販売
・ゼロ・カーボンの電気
・快適な暮らしのためのアドバイス

・安定して安く、家計や経営
を支える電気
・断熱性能が高いので、どこ
でも夏は涼しく冬も暖かい
快適な住まいや建物

移動手段
・安定して安い電気を活用し
た電動モビリティが中心
・カーシェアや自動運転で移
動がもっと便利に
・町歩きなどでも乗って楽し
めるいろいろな乗り物が使
われている

電気を買う

電
気
を
買
う

維持・管理

・再エネ関連の設備がたくさん
あるので、メンテナンスする
人が松前に常駐（居住）

人材育成
・再エネ設備をメンテナンスす
る人材を育成する拠点があり、
研修のために毎年たくさんの
若者が滞在する

充実した滞在場所
・研修や視察に訪れた人が、脱
炭素で快適な暮らしを体感で
きる宿泊施設
・滞在中のイベント等を通じた
交流で松前の魅力を発信

雇
用

交
流

再エネ由来で値段が安定して安い電気が利用できる／再エネ設備の維持管理やそのための人材育成で人が集まる

18資料：令和5年3月 松前町脱炭素ロードマップ（地域公共団体実行計画（区域施策編））より



松前が目指す脱炭素化したまちの姿
脱炭素化が産業の強みとなり、最先端で人が集まる拠点が整備され、再エネ由来で値段も供給も安定した電力供給の実現を
目指します。

19資料：令和5年3月 松前町脱炭素ロードマップ（地域公共団体実行計画（区域施策編））より



ご清聴ありがとうございました
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